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10 月８日に開催される
根羽やまあいフェスティバル根羽やまあいフェスティバル第37回

　
今
年
で
37
回
目
を
迎
え
た
根
羽
や
ま

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
10
月
８
日

に
、
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
コ
ロ

ナ
禍
で
交
流
が
減
る
な
か
今
一
度
、
人

と
人
の
つ
な
が
り“
ご
縁
”を
見
直
し
、

祭
り
と
言
え
ば
“
縁
日
”、
皆
で
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
楽
し
ん
で
欲
し
い
と

の
想
い
か
ら
「
年
に
一
度
の
大
縁
会
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
昼
か
ら
雨
が
降
り
出
す
あ

い
に
く
の
天
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
ス

テ
ー
ジ
で
の
大
道
芸
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
は

じ
め
、
根
羽
学
園
音
楽
部
・
公
募
団
体

や
文
化
ク
ラ
ブ
に
よ
る
芸
能
発
表
等
が

行
わ
れ
、
最
後
に
は
参
加
者
全
員
参
加

に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
商
工
会
・
J
A
・

杉
っ
子
・
婦
人
会
・
森
林
組
合
・
信
州

大
学
農
学
部
、ブ
ル
ベ
リ
ー
の
こ
み
ち
、

く
り
や
に
よ
る
源
流
マ
ル
シ
ェ
等
の
各

種
販
売
に
加
え
、
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物

園
、
公
民
館
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
㈱
片

桐
工
務
所
の
協
力
に
よ
る
建
設
重
機
試

乗
体
験
な
ど
、
盛
況
に
開
催
さ
れ
、
に

ぎ
や
か
な
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

で
は
、
㈱
ジ
ー
エ
ス
エ
レ
テ
ッ
ク
の
協

力
に
よ
る
設
立
50
周
年
記
念
展
示
の
ほ

か
、観
光
協
会
、な
ご
み
、有
閑
荘
、社

協
、保
育
所
、学
園
等
に
よ
る
作
品
展
示
、

子
ど
も
達
が
企
画
・
運
営
し
た
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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Information お知らせ

新型コロナウイルス感染症対策、原油・物価等高騰対策事業について新型コロナウイルス感染症対策、原油・物価等高騰対策事業について

令和４年度事業実績
事　業　名 事業の概要 総事業費 臨時交付金 その他

地域経済活性化事業 商工会が発行するプレミア付商品券発行事業補助（プレミア
分、事務費を補助）（商品券7,000万円×20％、事務費） 14,052,816 14,030,000 22,816

新型コロナウイルス疑似症状
発症者等移送支援事業

西部3村による移送タクシー運行経費と利用時のタクシー代
補助（運行経費負担90万円） 900,000 880,000 20,000

感染症対策施設整備事業
学校、保育所の感染症対策施設整備

（根羽学園）非接触自動水栓化8箇所、換気扇整備9教室、網戸整備13教室
（根羽保育所）手洗い温水化、非接触自動水栓化

 
15,895,000

 
15,890,000 5,000

感染症対策施設整備補助事業
福祉事業者の実施する感染症対策整備に対する補助

（ねばねの里なごみ）エアコン設置、非接触自動水栓化
（有閑荘）非接触自動水栓化

7,314,800  7,300,000 14,800

感染症対策検査充実事業  抗原検査キット購入 650,000  620,000  30,000

農業経営支援事業  農業所得申告者を対象に、農業肥料高騰対策のため肥料代の
一部を補助 207,000 200,000 7,000

畜産経営支援事業 飼料高騰対策のため、畜産事業者に対し助成
（乳牛：4,000円/1頭　　肉牛：5,000円/1頭） 497,000 450,000 47,000

原油・物価高騰対策生活支援
事業

原油、物価高騰対策として、村内で使用できる商品券を全戸に
発行　（村民874名に合計1,077万円、事務費38.8万円） 10,948,980 10,900,000 48,980

原油・物価高騰対策事業者
支援事業

原油、物価高騰対策として、商工会会員に従業員数に応じて補
助金を交付　（村内商工会会員49事業者に交付） 4,610,000 1,589,000 3,021,000

電気料高騰対策事業者
支援事業

電気料高騰対策として、令和3年中の電気料の合計が100万円
を超えた商工会会員を対象に、令和4年中の電気料との差額を
補助対象として補助金を交付

12,600,000 10,739,000  1,861,000

令和５年度事業計画（令和 5年 11月現在）
事　業　名 事業の概要 総事業費 臨時交付金 その他

根羽村電力・ガス・食料品
等価格高騰重点支援給付金
事業

コロナ禍におけるエネルギー、物価高騰の影響が大きい住
民税非課税世帯へ支援 3,648,000 2,883,000 765,000

農業経営者支援事業 農業所得申告者を対象に、農業肥料高騰対策のため肥料代
の一部を補助　（15,000 円 /1 軒）  600,000 540,000 60,000

畜産経営者支援事業 飼料高騰対策のため、畜産事業者に対し助成
（3,000 円 /1 頭） 348,000 335,000 13,000

原油・物価高騰対策生活支
援事業

原油、物価高騰対策として、村内で使用できる商品券を全
戸に発行 5,588,000 5,320,000 268,000

原油・物価高騰対策事業者
支援事業

原油、物価高騰対策として、商工会会員に従業員数に応じ
て補助金を交付 4,900,000 4,600,000 300,000

　新型コロナウイルス感染症対策、原油・物価高騰対策として交付された新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金を活用した事業について、令和４年度実績と、５年度計画（実施中）についてお知らせします。

長
野
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
個
別

最
適
な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
幅
広

い
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
議
論
す
る
た
め

「
信
州
学
び
円
卓
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

９
月
１
日
に
阿
部
長
野
県
知
事
も
出
席
し

第
１
回
目
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
を
う
け
、
生
徒
や
教
員
等
の

当
事
者
や
地
域
住
民
か
ら
直
接
意
見
を
聞

く
機
会
と
し
て
、
県
内
７
か
所
で
意
見
交

換
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
９
月
23

日
に
根
羽
村
の
や
ま
あ
い
ホ
ー
ル
で
「
第

１
回
信
州
学
び
円
卓
会
議
県
民
意
見
交
換

会
in
根
羽
村
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
村
内
及
び
各
地
域

か
ら
の
参
加
者
11
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
発
表
し
、
円
卓
会
議
の
三
輪
委
員
等
と

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
野
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

信
州
学
び
円
卓
会
議
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Informationお知らせ

　矢作川源流の郷ふるさと寄附金事業は、平成19年から水源の郷基金として始まり、平成29年から返礼品制度を
設け広く寄附の募集を開始しました。、村内事業者の皆様のご協力により、返礼品も大変好評をいただいており、
また、インターネットサイトを増やしたことにより、寄附金額は令和元年から大幅に増加しており、令和4年では、
寄附件数65,323件　寄附金402,173,534円となりました。全国各地から、寄せられた寄附金につきましては、村
の重要な財源として大切に使わせていただいています。

根羽村矢作川源流の郷ふるさと寄附金事業について
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根羽村のふるさと納税の実績

ふるさと納税寄附金の使い道

H19 源流の郷基金としてふるさと納税を始める（返礼品なし）
H29 サイト：ふるさとチョイス
R １ サイト：ふるさとチョイス・楽天・さとふる
R ２ 「ふるなび」サイトを始める

R４寄附金使い道状況　85,283千円

①水源・森林保全、自然エネルギーの活用など環境保全に関する事業 20,889 千円
②森林林業に関する技術の普及、遊休農地の活用、
　　　　　山村文化・木材芸術などを生かした地域振興に関する事業 30,620 千円
③住民の助け合いや福祉の充実に関わる事業 33,274 千円
④その他の事業 500 千円

R５当初予算使い道状況　237,502千円

①水源・森林保全、自然エネルギーの活用など環境保全に関する事業 16,597 千円
②森林林業に関する技術の普及、遊休農地の活用、
　　　　　山村文化・木材芸術などを生かした地域振興に関する事業 37,411千円
③住民の助け合いや福祉の充実に関わる事業 113,429 千円
④その他の事業 70,065 千円

………………

………………

………………
…………………………………………
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……………
…………………………………………

……………………………………………………………………………………



退団予定者、筒井分団長
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Information お知らせ

　こんにちは！根羽村地域おこし協力隊の上村小春です。
　4月に根羽村に赴任してから半年が経ちました。半年とは思えないほどたくさんの方々に出会い、様々
な経験をさせていただきました。私は、主に根羽村の教育に携わっていますが、学園の子どもたちの
成長を間近で感じられるのは大きなやりがい
です。総合的な学習の時間では、村の人に出
会い新しいことをどんどん吸収する前期課程
の児童や、村の新しいことにチャレンジする
後期課程の生徒と関わることを通して、「根
羽村の教育をもっと良くしていきたい」とい
う思いが強くなっています。
　また、このような取組に協力いただいてい
る村の方々からのあたたかいお声も励みに
なっています。「子どもたちのためなら」と
言って支援していただいているみなさんとの
繋がりを大切に、今後も活動して行きたいと
思います！

　

10
月
22
日（
日
）に
山
村
広
場
で
消
防
団
秋
季
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
、
規
律
訓
練
を
中

心
に
小
隊
訓
練
及
び
中
隊
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
一
人
一
人
が
集
中
し
て
取
り
組
み
、
訓
練

に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
救
護
班
の
訓
練

も
行
わ
れ
、
飯
田
広
域
消
防
本
部
よ
り
講
師
を
招

き
、
A
E
D
の
基
本
的
な
扱
い
方
に
つ
い
て
、
実

際
に
デ
モ
機
を
使
用

し
な
が
ら
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

今
年
度
末
に
、
長

年
に
わ
た
り
根
羽
村

消
防
団
で
消
防
活
動

に
従
事
さ
れ
た
1
名

の
方
が
退
団
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

9
月
27
日
に
豊
田
市
稲
武

町
の
道
の
駅
「
ど
ん
ぐ
り
の

里
い
な
ぶ
」
前
国
道
1
5
3

号
で
、
愛
知
・
長
野
両
県
合

同
に
よ
る
交
通
指
導
所
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
国
道

1
5
3
号
を
通
る
車
に
対
し
、

交
通
安
全
の
啓
発
品
と
し
て
、

チ
ラ
シ
な
ど
の
他
に
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
ル
」
と
い

う
こ
と
で
特
産
品
の
り
ん

ご
を
配
り
ま
し
た
。

　

秋
に
な
り
行
楽
シ
ー
ズ

ン
に
入
る
た
め
県
外
か
ら

の
車
が
増
加
し
ま
す
。
外

出
す
る
際
は
交
通
事
故
に

充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

新
任
教
育
委
員

　

石
原
八
重
子
さ
ん
（
横
旗
）

　

任
期　

令
和
５
年
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
９
年
９
月
30
日

教
育
委
員
に
つ
い
て

根
羽
村
消
防
団
秋
季
訓
練

交
通
指
導
所
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

地域おこし協力隊の紹介



セルフメディケーションってなに？セルフメディケーションってなに？根羽村国民健康保険
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　平均寿命が長くなり、生活習慣病などが問題になってきた現代で、健康に生きるにはどうすべきかが問われています。そ
こで注目されているのが「セルフメディケーション」です。セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を持ち、
軽度な身体の不調は自分で手当てすること」と世界保健機関（WHO）は定義しています。
☆セルフメディケーションとは

　日々の生活で、天候不順や仕事の忙しさなどからかぜや腹痛、軽いけがなどの体調不良を起こすことがあります。そん
なときは、OTC 医薬品（一般用医薬品：市販薬）を上手に利用し、自分で手当てすることを「セルフメディケーション」
といいます。具体的には、かぜをひいたときにかぜくすりをのむ、小さな傷にバンソウコウを貼る、疲れたときにビタ
ミン剤をのむなどです。健康に過ごすためには、自分の健康は自分で守ることを意識し、積極的に健康管理にかかわる
ことが大切です。そのためには、病気やくすりについての正しい知識を身につけることが必要です。正しい知識があれば、
軽い症状を自分で改善して、生活習慣病の予防や健康維持に役立てることができます。普段から適度な運動と栄養バラ
ンスのよい食事、十分な睡眠時間を確保し、自然治癒力を高めましょう。
☆セルフメディケーションの効果

1.　毎日の健康管理の習慣が身につく　　　　　　　　　　　　　2.　医療や薬の知識が身につく
3.　疾患により、医療機関で受診する手間と時間が省かれる　　　4.　通院が減ることで、国民医療費の増加を防ぐ
☆日ごろから自分の健康状態と生活習慣をチェック

　セルフメディケーションの基本として、自分のからだの状態を知っておくことが重要です。健康診断の結果に注目し、
かかりつけ医に相談しながら生活習慣を見直します。家庭で体重や体脂肪、血圧などをチェックする機器を使い、自分
の健康状態を確認し、健康管理の意識を高めましょう。
☆かかりつけの薬剤師やおくすり手帳の活用

　自分の体質や状態、症状に合ったくすりを適切に使用するためには、かかりつけの薬局や薬剤師を決めておくことで、
自分の体質に合ったアドバイスを受けられます。また、医師から処方されるくすりとの重複利用による悪影響や、のみ
合わせによる副作用なども防ぐことができます。
　自分ののんでいるくすりを正確に知り、副作用などの問題を防ぐためには、おくすり手帳を作成して自分が現在服用
しているくすりの管理を行いましょう。この手帳は、医師や薬剤師にくすりの情報を伝えるときにも役立ちます。
☆　注　意　☆
◆正しい情報と正しい知識を身につける

わからないときは自己判断をせず、薬局の薬剤師など専門家の指導を受けながら行いましょう。
◆正しい用法と用量を守る

OTC 医薬品を使用する際は、必ず説明書を読んで、正しい用法、用量を守りましょう。誤った使用法は症状を悪化させ
ることもあります。
◆OTC医薬品とサプリメントの違い

サプリメントなどの健康食品は医薬品とは異なり病気の治療を目的とするものではありません。病気のときは薬剤師や
かかりつけ医に相談し、正しく対処しましょう。

　

11
月
11
日
に「
人
と
森
を
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
活
動
」

が
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ

ん
あ
わ
せ
て
1
0
0
名
余
の
方
が
参
加
さ
れ
、
山
地

放
牧
体
験
、
植
樹
・
芝
張
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、信
州
大
学
農
学
部
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

紙
芝
居
を
用
い
た
森
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
環
境
学

習
や
山
地
放
牧
体
験
、
今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
山

地
放
牧
地
開
墾
時
に
切
り
開
い
た
作
業
道
に
、
植
樹

と
芝
張
り
を
行
う
こ
と
で
、
森
本
来
が
持
つ
水
源
涵

養
機
能
や
防
災
機
能
を
取
り
戻
す「
森
づ
く
り
活
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
と
参
加
者
の
自
然
環
境
保

護
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
楽
し
み
な

が
ら
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
と
「
森
林
の
里
親

促
進
事
業
」
を
通
じ
、
協
力
し
て
森
林
整
備
・
環
境

保
全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
「
人
と
森
を
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
活
動
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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第
５
回　

臨
時
議
会
を
開
催

◆
根
羽
村
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

ア
ナ
ロ
グ
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
式

へ
の
移
行
に
よ
り
、
無
線
設
備
の

更
新
を
行
う
に
あ
た
り
、
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
５
年
度
根
羽
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

黒
地
地
区
の
土
地
の
取
得
等
に

よ
り
、
２
憶
２
0
３
５
万
４
千
円

を
追
加
し
、
２
９
億
６
３
８
２
万

１
千
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

契
　
　
　
　
約

補
正
予
算

　
11
月
１
日
に
、第
５
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◇
退
職
（
９
月
30
日
付
）

　
　

西
川　

彩
花

　
　
　
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

◇
異
動
（
10
月
１
日
付
）

総
務
課

　

▽
主
任

　
　

浅
井　

沙
希
子
（
振
興
課
）

◇
異
動
（
11
月
１
日
付
）

教
育
委
員
会

　

▽
主
事
補

　
　

市
村　

諒
（
総
務
課
）

役
場
職
員
の
異
動

根羽村の人事行政の運営等の状況を公表します
１．職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5 年４月１日現在）

年
度

一般行政 特別行政 公営企業等
総計

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 小計 教育 下水道 その他 小計

4 5 2 4 3 3 3 20 8 1 1 29

5 6 2 4 2 3 3 20 8 1 1 29

0 1 0 0 0 △ 1 0 0 0 0 0 0 0 0

　職員の任免状況／新規採用：3 人（R5.4.1 付）　／退職：3 人（R4.6.30 付）（R5.3.31 付）

2．職員数の状況
　普通会計決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 歳出総額 人件費
内給与費

人件費比率
給料 職員手当 小計

4 年度 2,337,394 256,421 83,591 41,537 125,128 11.0%

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　① １日の勤務時間　８：30 ～ 17：15　７時間 45 分
　　② １週間の勤務時間　38 時間 45 分
　　③ 勤務時間を割り振らない日　土曜日及び日曜日
　　④ 休日　国民の祝日に関する法律に規定する休日、12 月 29 日～ 1 月 3 日
　　⑤ 休暇の種類　年次休暇、療養休暇、特別休暇、介護休暇、組合休暇
４．職員の分限及び懲戒処分の状況 該当なし
５．職員の服務状況 良好
６．職員の研修等の状況 長野県職員研修センター主催研修等各種研修に参加
７．職員の福利及び利益の保護の状況
　　① 加盟団体　　　根羽村職員互助会・長野県市町村職員互助会
　　② 公費負担状況　根羽村職員互助会　20 万円　　長野県市町村職員互助会　26 万 7 千円
８．下伊那郡公平委員会報告　　勤務条件に関する措置要求 　　　  該当なし
　　　　　　　　　　　　　　　不利益処分による不服申し立て　　該当なし



　9月30日に、根羽学園の文化祭「若杉祭」が行われました。若杉祭は、１年生から９年生まで全校一斉で行ってい
ます。今年は、「ONE TEAM ～みんなが一人ひとり活躍できる学園～」をテーマに行われました。式典が始まる前
に、児童生徒全員が、その場で模造紙に「ONE TEAM」のアルファベットを手形でかたどり、開祭式でライトアッ
プして会場全体に披露するという新しいイベントを行い、若杉祭がスタートしました。
　式典では、総合的な学習の成果を披露するステージ発表や後期課程の代表者による弁論会、前期課程の児童が考え
た来場者が参加できる様々な企画である「杉っ子まつり」が行われました。保護者や来場者まで参加した全員が楽し
める「ONE TEAM」の若杉祭になりました。

　11月17日に、根羽学園の音楽会が行
われました。根羽学園の音楽会は、１年
生から９年生まで全校一斉で行っていま
す。前期課程の児童は合唱と合奏を、後
期課程の生徒は合唱を発表しました。
途中には、来入児と１年生合同のお歌、
PTAによる合唱、また、音楽部のアンサ
ンブルも行われ、賑やかな音楽会となり
ました。各学年とも人数が少ないながら
も、一人ひとりが大きな声で歌い、素晴
らしい音楽会になりました。

　11月22日（水）に保育園児が働いている皆さんに感謝とエールを送る「保っと
ひといき」事業を行いました。申し込みのあった㈱片桐工務所、根羽村森林組合、
㈱GSエレテック、根羽村社会福祉協議会、根羽村役場の5事業所の事務所や現場
に出向きました。声援をもらいながら、園児たちは感謝の言葉と歌を披露し、最
後まで堂々と働いている皆さんにしっかりと感謝を伝えることができました。

根羽学園　若杉祭

根羽学園　音楽会

勤労感謝の日活動
　　　　　　「保っとひといき」事業を行いました
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